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【手続補正書】
【提出日】平成21年2月4日(2009.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヘキサペプチド構造が式XBXBOBで表され、１位及び３位に親水性荷電残基(X)、２位、
４位及び６位に疎水性残基(B)、並びに、５位にナフチルアラニン、脂肪族又は芳香族の
残基(O)を有する抗微生物ヘキサペプチド。
【請求項２】
　Ｘはアルギニン(R)及びリジン(K)からなる群から選択され、Ｂはフェニルアラニン(F)
及びトリプトファン(W)からなる群から選択され、Ｏはナフチルアラニン(Nal)、プロリン
(P)及びフェニルアラニン(F)からなる群から選択される請求項１のヘキサペプチド。
【請求項３】
　ナフチルアラニン(Nal)は、1-Nal-OH(U)又は2-Nal-OH(Z)である請求項２のヘキサペプ
チド。
【請求項４】
　ヘキサペプチドは、KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:1)、KWRWPW-NH2 (SEQ ID NO:2)、KWKWFW-N
H2 (SEQ ID NO:3)、RWRWPW-NH2 (SEQ ID NO:4)、KFKWFW-NH2 (SEQ ID NO:6)、RFKWFW-NH2
 (SEQ ID NO:7)、OCT-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:55)、OCT-KWKWFW-NH2 (SEQ ID NO:56)、KW
KWUW-NH2 (SEQ ID NO:62)、及びKWKWZW- NH2 (SEQ ID NO:63)からなる群から選択される
請求項３のヘキサペプチド。
【請求項５】
　ヘキサペプチドはSEQ ID NO:1である請求項１のヘキサペプチド。
【請求項６】
　ヘキサペプチドは脂質又はアミド基で修飾されている請求項１のヘキサペプチド。
【請求項７】
　脂質はヘプタン酸、ノナン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、デカン酸、ペンタデカン酸
、ウンデカン酸、トリデカン酸及びオクタン酸からなる群から選択される請求項６のヘキ
サペプチド。
【請求項８】
　ヘキサペプチドは、Hep-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:69)、Non-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:70)
、Lau-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:72)、Myr-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:77)、Pen-KFKWPW-NH2 (
SEQ ID NO:78)、Und-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:79)、Tri-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:80)、Oct
-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:81)、Lau-KFKWPW-NH2 (SEQ ID NO:83)、及びOct-KFKWPW-NH2 (S
EQ ID NO:84)からなる群から選択される請求項７のヘキサペプチド。
【請求項９】
　請求項１のヘキサペプチドと、医薬的に許容されるキャリアとを含む組成物。
【請求項１０】
　ヘキサペプチドは水溶液に可溶である請求項９の組成物。
【請求項１１】
　５位はプロリン(P)である請求項１又は２のヘキサペプチド。
【請求項１２】
　４位はトリプトファン(W)、５位はプロリン(P)、６位はトリプトファン(W)である請求
項１又は２のヘキサペプチド。
【請求項１３】
　ヘキサペプチドはSEQ ID NO:72である請求項２のヘキサペプチド。
【請求項１４】
　ヘキサペプチドはSEQ ID NO:79である請求項２のヘキサペプチド。
【請求項１５】
　ヘキサペプチドはSEQ ID NO:85である請求項２のヘキサペプチド。
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【請求項１６】
　薬剤として用いられる請求項１乃至１５の何れかに記載のヘキサペプチド。
【請求項１７】
　細菌又は真菌によって引き起こされる微生物感染の治療又は予防に用いられる請求項１
乃至１５の何れかに記載のヘキサペプチド。
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